
安全・安心な公園施設の保全・改築整備

平成23年度　～　平成27年度（5年間） 江南市

（H22当初） （H24末） （H26末）
① 長寿命化計画された都市公園の数

②

③ 出入口・駐車場と主要な施設を結ぶ園路やトイレがバリアフリー化された都市公園の数／供用している都市公園数

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

【実施体制】江南市 都市整備部 まちづくり課が主体となり、評価を実施 　 事後評価：平成28年度

【評価値の確認方法】庁内関係課に聞き取り調査

　 江南市ホームページに掲載

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-A-1 公園 一般 江南市 直接 江南市 4

1-A-2 公園 一般 江南市 直接 江南市 98

合計 102

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 要素となる事業名 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27
1-C-2 施設整備 一般 江南市 直接 江南市 江南市 12

合計 12

番号 備考

1-C-2 1-A-2と一体的に実施することにより全ての都市公園を安全・安心な公園施設とすることができる。

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

計画の目標

番号 事業者
省略
工種

要素となる事業名

事後評価（中間評価）の実施体制

市内に都市公園は15箇所あるが、設置から20年以上経過している公園も多く、ほとんどがバリアフリー対応していないのが現状である。このため、公園施設の改築と公園施設長寿命化計画による、公園施設の老朽化に対する効果的な維持管理
と保全で、安全で安心して利用できる公園施設を目指す。

長寿命化計画策定15公園

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

要素となる事業名

（事業箇所）

公園施設長寿命化計画策定（江南市）

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（江南市）

定量的指標の現況値及び目標値

平成29年3月30日

事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

事業者
全体事業費
（百万円）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
114百万円 Ａ 102百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ

（様式第2）　　社会資本総合整備計画（市街地整備）　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象

　　定量的指標の定義及び算定式

0公園 15公園 15公園

20% 20% 53%

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

省略
工種

番号 事業者

事業内容

市民の意識や満足度などを確認する市民調査で、｢公園整備や緑化が進み、うるおいのある生活を送ることができている」の設問に対する回答
の内、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答数の割合

12百万円
効果促進事業費の割合

10.5%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事業内容・規模等

テニスコート及び園路等の改築、遊具の更新

・全ての都市公園で公園施設長寿命化計画を策定する：　0公園→15公園
・市民の意識や満足度などを確認する市民調査で、「公園整備や緑化が進み、うるおいのある生活を送ることができている」の設問に対する回答の内「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答数 の割合：　46％（平成22年度）→60％（平成27年度末）

・出入口・駐車場と主要な施設を結ぶ園路やトイレがバリアフリー化された都市公園の割合：　20％（平成22年度）→53％（平成27年度末）

安心・安全対策事業（都市公園） 園路等改築5公園

一体的に実施することにより期待される効果

46% 50% 60%



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 15公園
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 15公園

最終目標値 60%

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 33%

最終目標値 53%
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 27%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・安全で安心して利用できる公園施設とするため、長寿命化計画に基づき、老朽化した公園施設の計画的な更新やバリアフリー化対応の整備等を継続して実施していく。
・緑の基本計画の中で、災害の拡大防止、緊急時の避難場所、復旧復興活動の拠点となる都市公園の整備を、計画的に図っていく。
・区画整理事業を行っている布袋駅周辺において、公園用地が確保されているため、満足度の向上、バリアフリー対応の公園の増加に寄与するよう整備を進めていく。

指標①（長寿命化計画さ
れた都市公園の数）

指標②（市民の意識や満
足度などを確認する市民
調査で、｢公園整備や緑
化が進み、うるおいのあ
る生活を送ることができ
ている」の設問に対する
回答の内、「そう思う」
と「どちらかといえばそ
う思う」を合わせた回答
数の割合）

・公園施設の改築と公園施設の老朽化に対する効果的な維持管理と保全を図ったが、公園利用者が限られ、広く市民には改善が浸透していないため、市民調査による満足度において目標を達成
するだけの引き上げには至らなかった。

・目標を達成するだけの引き上げには至らなかったが、老朽化した遊具の更新による安全性の向上など住民から満足との声をいただいている。
・老朽化した木製遊具を新しいものに更新し、維持修繕にかかるコスト縮減につながっている。

指標③（出入口・駐車場
と主要な施設を結ぶ園路
やトイレがバリアフリー
化された都市公園の数／
供用している都市公園
数）

　整備費のかさんだ地域活性化事業である曼陀羅寺公園の藤棚改修と、隣接市町に広域的につながる木曽川沿いのサイクリングロー
ド広域交流促進のために周辺市町と合わせて優先的に整備したため、バリアフリー化は順次整備を進めているが、計画より整備が遅
れている。

－

　アンケートによる満足度を当初現況値と目標値に設定していた。
　公園施設の改築と公園施設の老朽化に対する維持管理・保全を図ったが、実際に利用した人が限られ、整備が広く市民に浸透して
いないため、付近の住民から満足との声をいただいているものの、調査時点では効果の発現が見られなかった。実際に多くの人に利
用されることで満足度に現れていくと考えられる。
　また、当初現況値として使用した平成２２年度のアンケートの満足度は、江南市で最大イベントである「藤まつり」が行われる曼
陀羅寺公園の藤棚の改修完了と、サイクリングロードの整備中という市民の目に触れることの多い施設の整備により満足度が高いも
のであった。市民の満足度が大幅に増加した年度（２７．９％（Ｈ１８）→４６．１％（Ｈ２２））を当初現況値として使用したた
め、かつ、長寿命化計画による改修という市民の目に触れることの少ない施設の改修であったため、最終実績値が目標値に達しな
かった。



（参考様式３）　　（参考図面）市街地整備

計画の名称 安全・安心な公園施設の保全・改築整備

計画の期間 平成23年度　～　平成27年度（5年間） 江南市交付対象


